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■学業の遅れに配慮した試験期日・試験場の変更

○学業の遅れに対応する選択肢を確保するため，本試験を２回実施。

○共通テスト(2)の試験場を47都道府県64会場に設置（例年の追試験は２会場）。

○大学への成績提供も例年より遅いスケジュールで実施 →利用大学に負担をしいたが，現時点で利用大学の合否判定等にトラブルなし。

■新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組

○文部科学省の試験実施に関するガイドラインに基づき，各大学が対応する内容を整理した「令和３年度大学入学者
選抜に係る大学入学共通テスト新型コロナウイルス感染症予防対策等」を策定するとともに，受験者に対して感染症
予防対策の徹底等について「受験上の注意」で周知。

○追試験の受験申請について随時周知 →追試験受験許可者：1,721人［前年度：278人］

○試験後２週間以内に罹患が判明した場合は大学への報告を要請・入試センターと共有

■その他

○試験期日の変更等を踏まえた，問題作成，問題冊子・解答用紙の印刷，輸送スケジュールの見直し 2

令和3年度大学入学共通テスト 実施に当たっての取組
コロナ禍での準備・実施という異例の事態にも関わらず，受験者や大学・高校関係者等の
協力を得て以下のような対応をとることで，大きなトラブルなく無事実施（利用大学数：866［前年度858］）

・共通テスト(1)：令和３年１月１６日（土）及び１７日（日）
・共通テスト(2)：令和３年１月３０日（土）及び３１日（日） ※学業の遅れが認められた受験者を対象。共通テスト(1)の追試験を兼ねる。

・特例追試験（共通テスト(2)の追試験）：令和３年２月１３日（土）及び１４日（日）

主な対策
・マスク着用の義務付けや受験者本人による試験７日（感染拡大地域は2週間）程度前からの健康観察を要請
・当日の体調不良者にチェックリストに基づく症状確認を実施，別室受験や追試験の受験を案内 →別室：287人，追試験：461人

※追試験の受験許可単位を体調不良の申出等があった時点で終了していない試験時間以降の教科・科目とする

・要件を満たした無症状の濃厚接触者の受験を可能とする →共通テスト(1)の受験者のうち187人
・試験業務に携わる試験監督者等のマスク着用の義務付けや健康観察を実施



令和3年度大学入学共通テスト 実施結果①

受験予定者数 志願者数 534,527人 ［前年度比：▲23,172人］

受験者数 ２月18日公表 ［前年度：526,901人］

試験場数 681［前年度比：▲8］

実施状況

共通テスト（1）：令和３年１月１６日（土）及び１７日（日）

R2 H31 H30

 交通機関の遅延等による試験開始時刻の繰下げ 6人 206人 109人 11,039人

 再試験対象者 118人 47人 144人 240人

 「英語（リスニング）」の再開テスト受験者 163人 108人 67人 114人

 不正行為 4人 1人 4人 4人

学
内

国立大学(82) 157
公立大学(91) 82
私立大学(533) 368
公立短期大学(13) 1
自大学附属学校 2

学
外

公立高等学校 52
私立高等学校 5
その他 9

点
字

国立大学 5
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※北海道稚内市の試験場において，雪害のため試験1日目の全教科を再試験とし，
73人が対象となった。（特定の試験場で終日全ての試験を実施できなかった
のは，共通第1次学力試験・大学入試センター試験を含めて初）

※受験者474,484人の内数

（）内は利用大学数。

新型コロナウイルス感染症対策のため，例年に比して複雑な試験運営であったが，
実施状況は例年並みに安定。

注）前年度比及び前年度の実績は，令和2年度大学入試センター試験の数値。

※カンニングペーパーの使用やマスク着用に関し監督者の指示に従わないこと等



令和3年度大学入学共通テスト 実施結果②

受験予定者数 2,516人

志願者数：718人

追試験受験許可者数：1,721人 ［前年度比：＋1,443人］

再試験受験予定者数：77人 ［前年度比：＋54人］

受験者数 ２月18日公表

試験場数 64 （本試験：50，追試験：58，再試験：5） ※合計値は重複を除いている

実施状況

特例追試験 受験許可者数 1人

共通テスト（2）：令和３年１月３０日（土）及び３１日（日）

疾病・負傷 1,572 事故等 149

新型コロナウイルス感染症 92 交通機関の遅延または予定外の運休 0

かぜ・インフルエンザ・胃腸炎 586 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者（注２） 132

その他疾病（注１） 872 やむを得ない事由（注３） 17

負傷 22

（注１）その他疾病には，試験当日の体調不良者と疾病の種類が特定できなかった者も含む。
（注２）新型コロナウイルス感染症等の濃厚接触者で試験当日に受験するための要件＊を満たしていないもの。

＊①初期スクリーニング（自治体によるPCR検査又は検疫所における抗原定量検査）の結果，陰性であること，②試験当日も無症状であること，
③公共の交通機関を利用せず，かつ，人が密集する場所を避けて試験場に行くこと，④終日，別室で受験すること

（注３）親族の危篤・死亡等

 交通機関の遅延等による試験開始時刻の繰下げ 3人

 「英語（リスニング）」の再開テスト受験者 1人
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※受験者1,552人の内数

注）前年度比及び前年度の実績は，令和2年度大学入試センター試験の数値。



第１回大学入学共通テストの出題について
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・ 第１回共通テストでは，問題作成方針にしたがって，センター試験の良い蓄積は継承しながら，

さらなる良問の作成に取り組んだ。具体的には，知識の理解の質や思考力・判断力・表現力等を発
揮して解くことが求められる問題や，高等学校における授業改善に向けたメッセージ性を意識した

問題の作成を重視した。

・ 結果的に，センター試験と比べて，様々な資料や実社会で用いるようなデータを読み解いたり，
与えられた情報を基に考察するような問題を多く出題することとなったが，こうした問題を通して，

日常的・社会的な事象と各教科で学習する理論を結び付けるような学習につながっていくことを期

待したい。

・ 各科目の個別の問題については，統計的な観点はもちろん，大学入試センターに置く大学入学共

通テスト問題評価・分析委員会を中心に，各科目の専門分野や教科教育の研究者，高等学校の先生

方をはじめ各方面からのご意見を伺いながら，更なる改善に向けて検討していく。

・ 50万人を超える受験者を対象にした一斉テストとして，出題できる問題に限りがあることから，

各大学のアドミッション・ポリシーに照らして足りないと判断する部分については，それぞれの個

別試験で対応していただきたい。


